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機
児
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組

② 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
活
用
し
た
家
庭
的
保
育
事
業

横
浜
の
子
育
て
支
援

１

は
じ
め
に

待
機
児
童
対
策
、
特
に
０
～
２

歳
の
低
年
齢
児
童
対
策
と
し
て
進

め
て
き
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
活
用
し

た
家
庭
的
保
育
事
業
（
以
下
、「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
型
」
と
言
う
）」
の
創
設
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
変
遷
、
そ
し

て
、
今
後
の
展
望
を
述
べ
る
。

２

事
業
概
要

Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
で
は
、
本
市
の
認
定

を
受
け
た
事
業
者
が
、
子
育
て
家

庭
か
ら
の
保
育
申
込
を
直
接
受
付

け
、
複
数
の
保
育
者
に
よ
り
、
最

大
10
人
の
０
～
２
歳
児
の
保
育
を

行
う
。
本
市
は
事
業
者
に
運
営
経

費
の
助
成
や
定
期
的
な
立
入
調
査

等
を
行
っ
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン

の
一
室
な
ど
で
保
育
が
行
わ
れ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
は
、
家
庭
と
変
わ
ら
な

い
雰
囲
気
の
中
で
、
児
童
一
人
一

人
の
発
達
過
程
や
心
身
の
状
態
に

応
じ
て
き
め
細
か
に
保
育
す
る
こ

と
も
あ
り
保
護
者
か
ら
好
評
を
得

て
い
る
。

22
年
９
月
に
６
区
６
か
所
（
定

員
54
名
）
で
ス
タ
ー
ト
し
た
本
事

業
は
、
25
年
１
月
時
点
で
は
鶴
見

区
、
神
奈
川
区
を
除
く
16
区
28
か

所
（
定
員
２
５
０
名
）
に
お
い
て

実
施
し
て
い
る
。

 ３

事
業
誕
生
の
経
緯—

低
年
齢

児
対
策
の
切
り
札—

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
20
年
12
月
３
日
法

律
第
85
号
）
に
よ
り
、
保
育
士
ま

た
は
研
修
を
受
け
て
市
町
村
の
認

定
を
受
け
た
「
家
庭
的
保
育
者
」

が
、
自
宅
等
で
児
童
を
保
育
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
家
庭
的
保

育
事
業
」
が
22
年
４
月
１
日
に
法

定
化
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
保
育

者
の
資
格
要
件
、
保
育
内
容
及
び

研
修
な
ど
の
詳
細
な
実
施
基
準
が
、

省
令
、
家
庭
的
保
育
事
業
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
で
定
め
ら
れ
、
法
律
上
の

位
置
づ
け
が
確
立
さ
れ
た
。

一
方
、
本
市
で
は
家
庭
保
育
福

祉
員
制
度
（
以
下
、「
個
人
型
」
と

い
う
）
を
昭
和
35
年
度
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
歴
史
は
約
50
年

と
い
う
長
き
に
渡
る
。
こ
れ
ま
で

も
認
可
保
育
所
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
い
０
～
２
歳
児
の
保
育
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
き
た
。

し
か
し
、
増
大
し
続
け
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
に
は
、
迅

速
か
つ
機
動
的
に
整
備
で
き
る
新

た
な
受
皿
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
う

し
た
中
、
21
年
10
月
に
設
置
さ
れ

た
「
保
育
所
待
機
児
童
解
消
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型

が
提
案
さ
れ
た
。

事
業
化
に
向
け
て
は
、
個
人
型

の
実
績
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
個

人
型
の
課
題
を
克
服
し
て
よ
り
機

動
的
か
つ
効
率
的
に
展
開
で
き
る

ス
キ
ー
ム
を
検
討
し
た
。

⑴
賃
借
物
件
で
の
事
業
実
施

改
修
し
た
自
宅
で
保
育
を
行
う

個
人
型
は
、
利
用
児
童
に
と
っ
て

は
家
庭
と
同
じ
環
境
で
保
育
を
受

け
ら
れ
る
た
め
、
落
ち
着
き
や
す

く
馴
染
み
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
一
方
で
、
個
人
型
を

実
施
し
た
い
保
育
者
の
居
住
地
と
、

本
市
が
整
備
を
進
め
た
い
エ
リ
ア

が
必
ず
し
も
マ
ッ
チ
し
な
い
と
い

う
課
題
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
で
は
、
保
育

の
実
施
場
所
を
事
業
者
の
所
有
物

件
に
限
ら
ず
、
賃
借
物
件
で
の
実

施
も
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
さ
ら

に
本
市
が
整
備
を
進
め
た
い
エ
リ

ア
を
事
前
に
明
示
す
る
こ
と

に
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
事

業
者
は
必
要
な
エ
リ
ア
を
中

心
に
物
件
を
探
す
こ
と
が
可

能
に
な
る
と
と
も
に
、
本
市

と
し
て
も
よ
り
効
果
的
な
整

備
が
可
能
に
な
っ
た
。

ま
た
、
賃
借
物
件
の
活
用

を
認
め
る
こ
と
で
、
既
に
生

活
の
場
と
な
っ
て
い
る
個
人

宅
を
活
用
す
る
場
合
よ
り
も

簡
易
改
修
で
済
む
た
め
、
施

設
整
備
に
要
す
る
時
間
を
大

幅
に
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
結
果
、
年
度
途
中
で
事

業
を
開
始
し
、
待
機
児
童
に

早
急
に
対
応
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
（
図
１
は
部
屋

配
置
の
一
例
）。

⑵
法
人
が
実
施

個
人
型
は
、
保
育
者
個
人

を
事
業
実
施
者
と
し
て
認
定

執
筆佐

藤　

英
一

こ
ど
も
青
少
年
局
緊
急
保
育
対
策
課
担
当

課
長安

形　

和
倫

こ
ど
も
青
少
年
局
緊
急
保
育
対
策
課
担
当

係
長

図１　NPO型の部屋配置例

NPO型の保育風景
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す
る
た
め
、
保
育
者
は
、
開
設
に

向
け
た
保
育
環
境
整
備
や
本
市
に

対
す
る
各
種
手
続
き
を
行
い
つ
つ
、

自
身
に
課
せ
ら
れ
る
研
修
に
も
参

加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

は
保
育
者
に
と
っ
て
非
常
に
大
き

な
負
担
で
あ
り
、
機
動
的
な
整
備

が
難
し
く
な
る
と
い
う
課
題
が

あ
っ
た
。

そ
こ
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
で
は
、
個
人

で
は
な
く
法
人
を
事
業
実
施
者
と

し
て
認
定
す
る
こ
と
で
、
開
設
準

備
に
か
か
る
負
担
を
分
担
す
る
こ

と
に
し
た
。
つ
ま
り
、
法
人
本
部

が
保
育
環
境
整
備
や
本
市
に
対
す

る
各
種
手
続
き
を
行
い
、
保
育
現

場
に
入
る
保
育
者
は
研
修
に
専
念

で
き
る
ス
キ
ー
ム
と
し
た
の
で
あ

る
（
図
２
）。

こ
れ
に
よ
り
、
迅
速
な
開
設
準

備
が
で
き
、
機
動
的
な
サ
ー
ビ
ス

展
開
が
可
能
に
な
っ
た
。

４

事
業
推
進
上
の
課
題
―
物
件

と
担
い
手
の
不
足
―

多
く
の
新
規
事
業
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
も
事
業
開

始
後
か
ら
様
々
な
課
題
が
発
生
し
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
解
決
し

て
き
た
が
、
待
機
児
童
対
策
上
、

致
命
的
な
課
題
が
「
物
件
不
足
」

と
「
担
い
手
不
足
」
で
あ
る
。

⑴
物
件
不
足

Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
で
使
用
で
き
る
物
件

キ
ル
や
心
構
え
を
身
に
つ
け
て
も

ら
う
た
め
の
研
修
を
本
市
主
催
で

開
催
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型

に
お
け
る
保
育
経
験
が
豊
富
な
既

存
事
業
者
に
保
育
実
習
の
受
入
先

と
し
て
協
力
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

全
事
業
者
を
集
め
た
意
見
交
換
会

な
ど
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
事
業

者
間
の
連
携
を
図
り
、
事
業
者
同

士
で
保
育
水
準
を
維
持
・
向
上
す

る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

た
だ
し
、
絶
対
的
に
安
心
で
安

全
な
保
育
の
確
保
に
は
、
こ
れ
だ

け
で
十
分
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

は
、
原
則
１
階
で
あ
る
こ
と
や
保

育
室
１
部
屋
あ
た
り
、
最
低
９
・

９
㎡
以
上
必
要
な
ど
の
制
約
が
あ

る
。
さ
ら
に
、
６
人
か
ら
９
人（
最

大
10
人
）
の
児
童
を
受
入
れ
る
た

め
、
事
業
活
用
に
は
近
隣
住
戸
の

居
住
者
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
。

し
か
し
、
児
童
の
声
な
ど
で
保
育

施
設
が
迷
惑
施
設
と
捉
え
ら
れ
る

こ
と
も
あ
る
昨
今
で
は
、
こ
れ
ら

す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
未
利
用

物
件
を
事
業
者
が
確
保
す
る
こ
と

は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
事
業
申

請
を
し
た
く
て
も
物
件
が
確
保
で

き
な
い
と
い
う
声
が
、
事
業
者
か

ら
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
事
業
者
に
よ
る
物
件

確
保
だ
け
に
頼
ら
ず
、
行
政
の
持

つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
物

件
確
保
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
ず
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
神
奈
川

地
域
支
社
や
横
浜
市
住
宅
供
給
公

社
、
財
務
省
関
東
財
務
局
が
管
理

す
る
市
内
の
賃
貸
物
件
で
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
型
で
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
な

物
件
を
提
供
し
て
も
ら
う
よ
う
協

力
関
係
を
構
築
し
た
。
さ
ら
に
、

（
社
）
神
奈
川
県
宅
地
建
物
取
引
業

協
会
と
（
社
）
全
日
本
不
動
産
協

会
神
奈
川
県
本
部
と
は
、
各
協
会

加
盟
の
不
動
産
事
業
者
か
ら
物
件

情
報
を
提
供
し
て
も
ら
う
協
定
を

締
結
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
協
力
関
係

に
よ
り
提
供
さ
れ
た
物
件
情
報
は
、

事
業
者
募
集
の
本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
、
申
請
希
望
事
業

者
へ
の
周
知
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
当
該
物
件
を
活
用

し
た
事
業
申
請
が
増
加
し
、
25
年

１
月
時
点
で
11
か
所
の
整
備
に
結

び
つ
く
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
ま

た
、
本
市
が
整
備
を
進
め
た
い
エ

リ
ア
の
物
件
情
報
を
掲
載
す
る
こ

と
に
よ
り
、
必
要
エ
リ
ア
に
事
業

者
を
誘
導
す
る
こ
と
も
成
功
し
た
。

⑵
担
い
手
不
足

25
年
４
月
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に

向
け
て
、
同
時
期
に
認
可
保
育
所

整
備
を
過
去
に
比
類
な
い
ペ
ー
ス

で
進
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
有

力
な
事
業
者
の
意
識
は
、
よ
り
安

定
的
な
運
営
が
見
込
め
る
認
可
保

育
所
等
に
向
け
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
新
た
な
担
い
手
確
保

策
と
し
て
、
保
育
実
績
は
な
い
も

の
の
、
新
規
参
入
に
非
常
に
意
欲

が
あ
る
事
業
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
事
業
実
施
者
の
要
件
に
合
致

す
る
約
１
，
０
０
０
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
対
し
、
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
案

内
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
を
広
く

周
知
す
る
た
め
の
事
業
概
要
を
送

付
し
た
。

さ
ら
に
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
型
の
事
業
紹
介
に
併
せ
て
、
継

続
的
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
欠

か
せ
な
い
健
全
な
法
人
経
営
に
つ

い
て
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

代
表
を
招
い
て
講
習
を
行
っ
た
。

こ
う
し

た
セ
ミ

ナ
ー
開
催

な
ど
に
よ

る
積
極
的

広
報
の
効

果
も
あ

り
、
新
規

参
入
を
希

望
す
る
事

業
者
か
ら

の
申
請
が

急
増
し
、

実
施
箇
所

数
増
に
成

功
し
た
こ

と
は
取
組

の
成
果
と

し
て
大
き

か
っ
た
。

し
か
し

そ
れ
だ
け

で
は
手
放
し
に
は
喜
べ
な
い
。
何

故
な
ら
、
ど
の
保
育
施
設
に
お
い

て
も
児
童
の
安
心
と
安
全
の
確
保

は
必
須
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
居
宅
を

活
用
し
て
保
育
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型

は
、
保
育
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た

施
設
で
行
う
保
育
と
は
異
な
り
、

児
童
の
安
心
と
安
全
を
確
保
す
る

に
は
、
特
有
の
保
育
ス
キ
ル
が
必

要
に
な
る
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
認
可
保

育
所
な
ど
で
豊
富
な
保
育
経
験
が

あ
る
保
育
者
に
対
し
て
も
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
型
で
の
保
育
に
求
め
ら
れ
る
ス

図２　法人が実施する場合の事業スキーム
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こ
れ
か
ら
は
、
現
場
に
お
け
る
定

期
的
な
保
育
指
導
や
現
任
研
修
な

ど
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
行
政

に
よ
る
関
わ
り
を
、
さ
ら
に
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

５

家
庭
的
保
育
事
業
の
今
後

Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
は
こ
れ
か
ら
も
待
機

児
童
対
策
と
し
て
の
役
割
と
、
冒

頭
述
べ
た
よ
う
に
、
低
年
齢
児
童

を
対
象
と
し
た
新
た
な
小
規
模
保

育
の
姿
と
し
て
、
継
続
推
進
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

現
状
で
は
、
一
般
的
に「
保
育
」

と
言
え
ば
、
認
可
保
育
所
と
認
識

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
事
業
の
最
大
の

特
徴
で
あ
る
、
家
庭
の
延
長
と
い

う
雰
囲
気
の
中
で
、
明
る
く
温
か

み
の
あ
る
異
年
齢
交
流
の
保
育
を

実
践
し
、
認
可
保
育
所
の
年
齢
別

集
団
保
育
と
は
違
っ
た
き
め
細
か

な
保
育
の
良
さ
が
、
徐
々
に
で
は

あ
る
が
保
護
者
の
間
に
広
ま
り
つ

つ
あ
る
こ
と
を
こ
の
３
年
間
で
実

感
し
て
い
る
。

児
童
福
祉
法
改
正
と
保
育
所
待

機
児
童
解
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ

る
提
案
を
契
機
に
、
柔
軟
な
解
釈

の
元
で
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
課
題

解
決
に
も
取
り
組
み
、
他
都
市
に

先
駆
け
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
事
業
を
構
築

し
て
き
た
こ
と
は
、
本
市
に
と
っ

て
大
き
な
実
績
で
あ
る
。
軌
道
に

乗
り
出
し
た
本
事
業
を
、
今
ま
で

以
上
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

基
準
な
ど
の
詳
細
は
未
だ
明
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
24
年
８
月
に

成
立
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
で
は
、利
用
定
員
に
応
じ
て
、

認
可
保
育
所
、小
規
模
保
育
事
業
、

家
庭
的
保
育
事
業
等
に
分
類
さ
れ
、

現
行
Ｎ
Ｐ
Ｏ
型
も
い
ず
れ
か
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
14

ペ
ー
ジ
参
照
）。

新
事
業
に
移
行
後
も
財
政
的
な

裏
付
け
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
安

定
的
な
運
営
に
つ
な
が
り
、
保
護

者
の
継
続
的
な
利
用
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
型
が
保
護
者
に
と
っ
て
認
可
保

育
所
の
代
替
と
し
て
の
選
択
肢
で

は
な
く
、
第
一
希
望
の
選
択
肢
と

な
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
事
業
周
知

及
び
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。NPO型の保育風景

保育の質の向上を目指して
こども青少年局保育運営課保育向上支援係長　宮本　里香

保育所で働く人が、その仕事に誇りをもち、自信を持っ
て働き続けるため、また、そこで過ごす子どもとその保護
者に、よりよい保育を提供する方法のひとつとして、本市
では研修事業に力を入れている。

保育の専門職として、質を向上するためには、常にアン
テナを張り、課題を見つけ、取り組むことが必要である。
保育所の仕事は、人間形成に大切な時期である乳幼児期に
関わるものであり、未来を担う子どもたちのために、常に
研鑽を重ねていくことが必要である。

本市では、保育所職員の質の向上のため、経験年数や職
種別の研修体系に基づき、局主催の研修として24年度は43
講座（参加定員8,727名）を開催している。

経験年数が５年未満の保育士には、「保育実践講座」と
して、「自然」「絵本」「制作」「表現」「環境」の５つのテー
マ別に、すぐに保育の実践に活かせる内容で実施している。

保育士の核となる主任保育士には、「主任保育士講座」
として、気になる子どもへの対応、保護者支援をテーマに
４回の連続講座を開催している。

このほかにも、障害児保育研修、給食・調理・食育に関
する研修、アレルギーや乳幼児の保健に関する研修など経
験年数や職種別に様々な内容で開催している。

研修は、局主催だけでなく、私立保育園園長会と協働し、
施設長向けの研修や新採用保育士向けの研修を企画・実施

しているほか、保育に関する調査研究や研修を実施してい
る白峰学園横浜女子短期大学横浜市保育センターの研修に
も助成を行っており、横浜市からも多数参加している。

保育の質を向上するには、保育所相互の連携も必要であ
る。現在、本市では、市立保育所を活用した保育資源ネッ
トワークモデル事業を行っており、区単位で市立保育所を
事務局園として保育施設をつなぎ、講座や研修を開催して
いる。遠い研修会場まで行くことが難しいときにも参加で
きるようにしたり、その地域ならではの特色や課題に対応
し、地域の中で、保育所同士が連携し、様々な課題に取り
組んでいる。

子どもを取り巻く環境はいつも、めまぐるしく変わる。
今後も様々な団体と連携し、保育所や保育士が率先して
様々な課題に取り組めるような仕組みづくりを進めていく。
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